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保育者の専門性育成に関する予備的考察
―保育を「感情労働」と考える意味を問う―

楊　奕＊

Preliminary Considerations on the Professionalism of Caregivers:
Questioning the Significance of Viewing Childcare as Emotional Labor

YANG Yi

要　　約

　ホックシールドが提唱した「感情労働」が2000年以後、日本に紹介された。それによって、保育・看護・福祉の分
野で「感情労働」に対する関心が高まってきた。「感情労働」とは、「相手のなかに適切な精神状態」を作り出すため
に、自らの感情を調整・管理することを指す。それは対人援助職において求められる行為であり、必須要件でもある。
保育において、「感情労働」は自分の感情制御に深くかかわる問題であるとともに、自己成長や専門性の向上につなが
る可能性を孕んでいると考えられる。
　本稿は、先行研究のもとに感情管理の方法について、知識や指導が十分に与えられていない保育者養成校の現状を
指摘し、保育者養成段階では、「感情労働」に対する認識を高め、感情の管理を学習や訓練によって獲得可能な保育者
の専門性の一つとして提示する。それは、保育者の専門性育成へ道を開くだけではなく、保育者の離職問題を防ぐた
めの方略の一つでもある。本稿は、その可能性を探求するための第一歩としたい。

キーワード：感情労働、感情規則、専門性、対人援助職、「笑顔で明るく元気で」

Ⅰ　問題提起

　保育士不足が叫ばれて久しい。こども家庭庁が調
査したデータによると、令和元年の保育士有効求人
倍率は3.86倍で、ピークとなっている。その後の2
年間、令和2年が2.94倍、令和3年が2.93倍と緩や
かに低下したが、令和4年には再び増加傾向に転じ、
3.16倍となった。そして、令和6年1月の時点では、
保育士の有効求人倍率は3.54倍となっている。それ
を全職種の1.35倍の有効求人倍率と比較すると、保
育士は2.19ポイントも高くなっていることが示され
ている。47の各都道府県のうち、有効求人倍率が1

倍の県はわずか5つ（青森、岩手、秋田、山口、高知）
に過ぎず、それ以外の多くの県では2倍以上となっ
ており、広島や栃木のように6倍、7倍を超えてい
る県もある1）。このように、求人倍率が高い水準で
推移していることから、全国的に保育士不足が依然
として解消されていない実態が浮き彫りとなってい
る。
　保育士不足の問題は、離職率の高さが一因である
と指摘されている。厚生労働省の「平成28年及び
平成29年社会福祉施設等調査」では、保育士の離
職率は9.3％、つまり、約10人に1人が離職してい
る状況である。そのうち、公立保育園は5.9％、私
立は公立より4.8ポイント高く10.7％となっている。
保育士の離職を経験年数との関連で見ると、8年未＊　中部大学現代教育学部幼児教育学科
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満の離職率が49.4％の約半数を占めていることか
ら、離職の割合が高いという特徴が見られる2）。ま
た、OECDが2018年に実施した保育従事者（3 ～ 5
歳児担当）を対象とした国際調査には、チリ、デン
マーク、ドイツ、イスラエル、アイスランド、日本、
韓国、ノルウェー、トルコの9カ国が参加した。「過
去一年間の移動・離職率」を見ると、日本は22％
で最も多く、参加国のなかで20％を超えた唯一の
国とされる。離職問題が解決されていないなか、職
場環境によって保育士の「やる気」が奪われ、「一
斉退職」が日本の各地で起きている3）。その実態が
NHKによって報道され、社会から注目を浴びている。
　保育者の離職についてこれまで数多くの調査と研
究が行われてきた。令和4年版『厚生労働白書』に
おいて、「保育士として就業した者が退職した理由」
として、以下のようなものが挙げられている。「職
場の人間関係」（33.5％）が最も多く、次いで「給
料が安い」（29.2％）、「仕事量が多い」（27.7％）、「労
働時間が長い」（24.9％）、「妊娠・出産」（22.3％）
という順になっている4）。また、令和4年東京都保
育士実態調査によると、保育所等を退職したいと考
える理由は、給料の安さ、仕事量の多さ、労働時
間の長さに次いで、「職場の人間関係」が30.1％で4
番目となっている。人間関係と離職の因果関係につ
いて、高口らは保育者の離職に至るまでの経緯を主
観的な体験の語りを通して質的に分析し、ストレス
を抱えながら働くなかでの人間関係の不調が離職に
至る大きな要因であったことを明らかにした5）。ま
た、木曽は保育者の早期離職に関する研究の動向を
整理し、先行研究で共通している離職要因は人間関
係にあると指摘している6）。このように、保育士の
職務においては、保育技術だけでなく、円滑な人間
関係が築けるかどうかが心身の不調や離職に直接に
影響する要因となっている。
　良好な人間関係を築くことは、大半の職場におい
て求められるスキルの一つである。円滑な人間関係
は仕事によりよい成果をもたらすだけでなく、自分
の成長にもつながっていく。特に人を相手にする対
人援助職の場合は、人との関わりをもちながら援助
を行わなければならないため、人間関係を構築する
能力が問われている。対人援助職としての保育者た
ちは日々、子ども・保護者・同僚・上司・行政の職

員や地域の人々との関わりのなかでさまざまな形の
人間関係を築きながら保育を行っていることから、
人間関係は保育の質に直結する重要な要素であると
も考えられる。
　人間関係を考える際に必要なのは、コミュニケー
ション力、臨機応変に対応する力、傾聴力、共感力
といったものが挙げられる。それらの能力に共通し
ているのは、自他の立場や感情を理解することであ
る。しかし自分の感情が安定していないと相手の感
情や言動を受け止めることはできないし、冷静かつ
柔軟に対応することもできないだろう。その意味で、
感情がそれらの力を向上させるための土台になると
も言える。他者との関わりにおいて、自分の感情が
常に伴っているからこそ、それを正しく認識し、コ
ントロールすることが、他者との良好な関係を築く
ための第一歩となるであろう。
　保育者の人間関係に対する悩みを解消するため
に、自らの「感情」に向き合い、それを言語化・可
視化する必要があると考えられる。日々保育活動を
行っているなかで、場面ごとに自分はどのように感
じているか、なぜそのような感情を抱いているか、
また、子どもの行動や言葉に感情的にどのように反
応しているかなどその都度察知することは、保育の
力量形成につながり、専門性向上にも役立つ。専門
性は知識や技能によって身につけられるが、それだ
けでは不十分で、保育者として生涯にわたって仕事
を続けるための情動的実践を支えるレジリエンスも
不可欠であろう。そのレジリエンスを促す因子の一
つに感情調整や感情認識が挙げられる。レジリエン
スは感情の自覚によって高められ、さらに感情につ
いて学ぶことや訓練することによって鍛えられてい
くのである。
　このように考えると、保育士が自己の感情を認識
し自己管理することは、保育活動を行ううえで必要
不可欠な要素となる。その重要性を踏まえ、感情と
は何か、また私たちはどのようにして感情を管理す
ることができるのかという問題について、さらに深
く検討する必要がある。そこで本稿は、「感情労働」
という概念に焦点を当てて、それを保育者の専門性
として位置づけることによって、保育者成長のプロ
セスにおける感情育成の可能性を検討する。ただし、
今回の研究は、「感情労働」の概念整理および先行
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研究の精査にとどめておく。

Ⅱ　日本における「感情労働」研究の始まり

　日本における「感情労働」への関心は、主に二
冊の著書の紹介から広がり始めたと言われてい
る。一つは、アメリカの社会学者ホックシール
ド（Arlie Russell Hochschiild） が1983年 に 出 版
した『管理される心―感情が商品になるとき―』 

（The Managed Heart―Commercialization of 
Human Feeling）であり、もう一つはスミス（Pam 
Smith）が1992年に著した『感情労働としての看護』

（The Emotional Labour of Nursing：Its Impact 
on Interpersonal Relations, Management and  
Educational Environment）である。
　そもそも生理学や心理学の分野では、喜怒哀楽
などの感情は、生得的かつ自然派生的なものとし
て生理学や心理学の分野で捉えられてきた。しか
し1970年代後半から、アメリカを中心に社会学の
論理と手法を感情に適用するという「感情社会学」

（Sociology of Emotion）が登場し、感情を社会とい
う文脈のなかで捉える研究手法が導入された。「感
情社会学」は、人間の感情体験が生理的もしくは心
理的なものではなく、社会的な要因によって規定・
コントロールされているという立場から感情のメカ
ニズムを見直そうとした学問である。つまり、「感
情を社会の外縁に疎外してきた従来の社会学に対し
て、感情社会学は、感情の社会性とともに個別の感
情経験と社会との繋がりを持ち、それによって、自
己や他者が管理されるという新たな理論的視座を提
供した」7）のである。
　この感情社会学の視点を取り入れたホックシール
ドは、感情が「自然派生的な生理現象」ではなく、「人
と人の間の社会的相互作用」の結果であることを強
調し、生産的労働における感情の本質を明らかにし
た。そのため、現代社会における労働に着目して、

「『対人労働』が労働者に対してほんとうに要求して
いるものが何であるのかということを、綿密にある
いは社会心理学的な観点で検討していない」8）とい
う現状を指摘し、「ほんとうの性質を問う」ために、
ホックシールドは、感情に「労働」という用語を結
びつけて、「感情労働」（Emotional Labor）という

概念を提唱した。中川は、「感情労働」が果たす意
義を以下の二点にあると強調している。「労働者が
感情管理を行うことで、接客業務の仕事を顧客対応
に適応し明示化したこと、労働過程の心理的・精神
的統制に光をあて、労働者統制に新たな局面を切り
開いたこと」9）である。
　ホックシールドの「感情労働」を看護分野に援用
したのは、臨床看護師としてまた看護教員として豊
かな看護経験を持つパム・スミスである。スミスは
調査のデータを集めるために、多くの病棟で看護師
として勤務しながら看護学校の授業にも出席した。
加えて、500名以上の看護学生に質問票を配布し、
インタビューも行った。その結果から、ほとんどの
学生が不安、恐怖、焦り、心配やストレスを抱えて
おり、しかもそうした感情的に張りつめた状態にう
まく対処するための公式な訓練やサポートをほとん
ど受けていなかったことが明らかになった。看護の
仕事は医学の専門分野だけでは成り立たない。ほと
んどの学生は実習中にその瞬間瞬間に湧き起こった
さまざまな感情を管理したり、切り替えたりしなけ
ればならない。看護師としての自らの感情への自覚
や対応は、実に「医学や技術によって定義された看
護教育の次元を超え、人とかかわる仕事としての看
護という根本的な部分にかかわってくる」10）もので
ある。それにもかかわらず、看護教育の公式の内容
には、複雑な感情を管理することや、生物・医学の
基礎に代わる、生きた知識を与えてくれる指針は含
まれていなかったとスミスは指摘している11）。これ
までの看護教育で感情が軽視されてきたことを批判
したうえで、感情をもっと効果的に管理する方法を
学ぶべきであるとスミスは主張し、「感情労働」を
看護の労働過程の一部として捉える意味を論じた。
　このように、ホックシールドとスミスの和訳本が
出版されたことをきっかけに、2000年以後、感情
労働は対人支援職、特に看護学、保育学、教育学、
福祉学などの分野で注目され、研究が進められてき
た12）。

Ⅲ　「感情労働」とは何か

　ホックシールドは、労働における感情の働きに着
目し、「感情を管理するとき、私たちは何をしてい



― 68 ―

現代教育学部紀要　第17号

るのだろうか。さらに言うならば感情とは何なのか。
私的生活や仕事上で感情を管理することによって、
どのようなコストや利益が生じるのだろう」13）とい
う問題意識をもとに、対面でなされる対人サービス
の典型例の一つとして、客室乗務員の労働を取り上
げて、次のように描写している14）。

　客室乗務員は、重い食事カートを押して通路
を通るときには肉体労働を行うし、緊急着陸や
脱出の準備をしたり、実際にそれを実施すると
きには頭脳労働を行う。しかしこうした肉体労
働や頭脳労働を行っているなかで、彼女は何か
もっと別のこと、言ってみれば私が「感情労働」
と定義することをも行っているのである。この
労働を行う人は自分の感情を誘発したり抑圧し
たりしながら、相手のなかに適切な精神状態―
この場合は、懇親的で安全な場所でもてなしを
受けているという感覚―を作り出すために、自
分の外見を維持しなければならない。この種の
労働は精神と感情の協調を要請し、ひいては、
人格にとって深くかつ必須のものとして私たち
が重んじている自己の源泉をもしばしば使いこ
む。

　対人サービスの労働には肉体労働、頭脳労働以外
に感情労働が存在する。感情労働とは、ホックシー
ルドによれば、相手のなかに適切な精神状態を引き
起こすために、自発的に生じた自らの感情を管理す
る労働である。要するに、公的観察可能な表情や言
葉、または身体的表現を作り出し、私的なものとし
ての感情管理を行うことを指す。感情のコントロー
ルや表現が要求される「感情労働」は、一定の賃金
と引き替えに売られ、したがって企業側にとっては
交換価値の有するものとなる15）。
　一方で、私たちの社会において、常に自分が期待
されている役割や規範に応じて感情を管理するこ
とが求められている。それを「感情規則」（feeling 
rules）とホックシールドは呼んでいる。「感情管理
行為は、単なる私的な行為ではない。それは感情規
則の誘導によって交換に役立てられているのであ
る。感情規則は、感情の相場において何が貸しで何
が借りなのかを決定するための感情の交渉に利用さ

れる基準」16）である。労働者は、「感情規則」に則っ
て、その職業にふさわしい適切な感情を基準にして
自らの感情管理を行う。例えば、客室乗務員の場
合、丁寧さや親しみやすさを保ちながら微笑むこと
は「感情規則」として期待される。疲れや苛立ちが
あったとしても、常に笑顔を絶やさずに細やかな気
配りを続けるための感情管理が客室乗務員たちに求
められているのである。一方、客室乗務員の「笑顔
と優しい声」と全く対照的な職種の事例として、ホッ
クシールドは集金人を挙げ、両者の違いを次のよう
に指摘している。「客室乗務員と同様に、集金人も
顧客に応対するのだが、それは、客室乗務員とは異
なった見地から、異なった目的を持ち、かつ形の異
なった身振りと感情労働のスタイルをもって行われ
る」17）。債務人の恐怖を煽るために、乱暴な態度や「不
快な顔と命令を下す鋭い声」18）という「感情規則」
が集金人に求められているのである。このように感
情労働において、正反対の極を表す客室乗務員と集
金人を例に取り上げながら、種々の職業で要求され
る「感情規則」の多様性をホックシールドは説明し
ている。また、この二職種以外にホックシールドは
考察を加えていないが、「感情労働」が求められる
職業の特徴として以下の三つを挙げている。「第一
に、このような職種では、対面あるいは声による顧
客との接触が不可欠である。第二に、それらの従事
者は、他人の中に何らかの感情変化―感謝の念や恐
怖心等―を起こさせなければならない。第三に、そ
のような職種における雇用者は、研修や管理体制を
通じて労働者の感情活動をある程度支配する」19）。
　ホックシールドの「感情労働」概念をめぐって、
これまで議論が行われた。資本主義的な労働組織の
特徴である集団性に注目し、賃労働としての感情労
働の特質を考察した阿部は、ホックシールドが示す
意味内容は曖昧で、いまだに確定しているとは言い
難いと指摘している。阿部によれば、「感情労働」
とは、「労働者が対人サービス労働を遂行するにあ
たり、顧客に適切な精神状態を呼び起こすことを目
的に、公的に観察可能な表情と身体的表現を作るた
めに行われる、顧客に向けられる自身の感情を管理
する労力」20）である。しかしこの概念規定は、ホッ
クシールドが提示したものと一線を画すこともな
く、大きく異なることもなかった。
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　ホックシールドの「感情労働」論は、主に対人サー
ビスにおいて論じられている。しかし同じ対人サー
ビスにしても、ファストフードや商品を売る店員さ
ん、客室乗務員のような一回きりのサービスを提供
することで賃金を受け取る職種と、病院などで長時
間にわたって寄り添いながら治療・ケアしなければ
ならない看護や介護職との間において、感情管理の
量にしても質にしても「本質的に対照的なもの」21）

である。
　武井は、「感情労働」とは、職務として、表情や
声や態度で適正な感情を演出することが求められる
仕事のことであり、感情労働は、顧客をある特定の
感情状態にするために、声のトーンや表情、態度を
調整することによって自分の感情を管理することで
ある22）と定義している。対人サービスにおける「感
情労働」の一般的な特徴を示したうえで、医療・看護・
福祉における「感情労働」について、武井は以下の
ようにも付け加えている。医療・看護における「人
助け」の仕事は、身体的・精神的・社会的・経済的
な問題を抱えている人や死の恐怖に怯えていたり、
明日の生活に不安を抱えていたりするクライエント
を相手にする仕事である。この仕事は、デパートで
商品を売るように、ただにこやかに対応していれば
いいというわけにはいかない。「病院というところ
は、うれしい、楽しい、気持ちいいと言ったポジティ
ブな感情にあふれているディズニーランドとは違い
ます。それとは対照的に、不安や恐怖、苦痛、不快、
悲嘆、怒り、果ては絶望感や無力感といったネガティ
ブな感情が渦巻いているところ」23）であると武井が
指摘している。つまり、医療・看護現場では、人の
命を救い、時には人間性を取り戻すためにより高度
な専門性やポジティブ・ネガティブ双方の感情を効
果的に管理する技術が要求されているのである。こ
のように考えると、医療や看護、保育などの仕事は
単なる一時的サービス提供の対人サービスではな
く、辛抱強く援助するという意味で、「対人援助職」
と呼ぶにふさわしいのかもしれない。一方、感情管
理は医療・看護現場で重要な資質の一つと考えられ
ているにもかかわらず、看護大学のカリキュラムに
は、親切さややさしさを表現するための方法ややさ
しい気持ちになるにはどうしたらよいかといった自
らの感情にかかわることを教える授業は行われてい

ないと武井は看護教員としてこれまで看護養成にお
ける感情管理教育の不十分さを指摘している。

Ⅳ　�保育分野における「感情労働」の研究動
向および成果

　保育における「感情労働」への関心は、2011年
に出版された『保育における感情労働―保育者の専
門性を考える視点として』を契機に注目されるよう
になった。この著書の監修である諏訪は「感情労働」
という用語が、看護をはじめさまざまな分野で研究
されているが、保育の世界ではまだ縁遠い言葉のま
まであり、保育現場にも研究会にも真正面から論ず
ることは極めて稀である24）と保育における「感情
労働」研究の遅れを指摘した。
　保育における「感情労働」研究の嚆矢となったこ
の著書は、保育における感情労働の意味、保育者の
感情労働の様相、保育者養成校での教育および感情
労働と保育者のキャリア発達と四つの部分にわけ
て、保育における感情労働の現状と捉え方を論じた。
　まず、「保育は感情労働か」という問いについて、
中坪は、保育には肉体労働、頭脳労働と感情労働と
いう三つの労働があり、三者がバランスよく関与す
ることによって保育者自身の情緒の安定が保たれ、
保育の質の向上にもつながると指摘した。また、中
坪によれば、「『感情労働』とは、自分の感情を制御
し、相手の感情に合わせて対応することで、対価を
得る労働のことである。そこでは、自分の感情を押
し殺したまま職務を全うすることが当然のように求
められており、『人』との円滑なコミュニケーショ
ンを図ることが大切な接客業や、医療、福祉、教育
など、ヒューマンサービスにかかわる仕事がこれに
当てはまる。つまり、職業にはその職務にふさわし
い態度や行動があり、それから逸脱すれば『あるま
じき態度』として非難される」25）のである。この概
念には二つの部分が含まれている。一つは、職務を
遂行するために自らの感情を制御し管理する必要が
あること、もう一つは、自分の態度や行動は社会通
念としての「感情規則」にしたがって行うことであ
る。この概念規定はこれまでの「感情労働」の示す
内容と一致しており、その範囲から超えていないよ
うに思われる。
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　この概念に基づき、さらに、著書のなかで取り上
げた「保育者養成での教育と感情労働」の部分とそ
れに関連論文を参考にして、以下では主に二つの視
点、すなわち、保育現場で求められる「感情規則」
と、「感情労働」に対する学生の意識から、これか
ら保育者養成校における「感情労働」の教育につい
て考えてみたい。

Ⅳ―1　�保育者の資質としての「笑顔で明るく元
気で」

　ホックシールドによると、人間は社会に期待され
ている役割や規範により内面的にまた相互作用のな
かで感情を制御することが求められている。それは

「感情規則」である。「感情規則」を基準として、自
分の感情表現はその職業にふさわしいものなのかと
いう評価が与えられる。保育現場では、求められる

「感情規則」の一つに「笑顔で明るく元気で」が挙
げられる。
　上月は、実習生の実習評価票総合所見欄のなかで、

「笑顔」「明るさ」「元気さ」など明朗な表情や態度
に関するコメントの数をまとめた。その結果、「笑
顔」に関しては、保育園では41.3％、幼稚園では
29.3と高い割合で学生が評価されている。また、「明
るさ」に関しては、保育園では21.7％、幼稚園では
19.5％、両方とも約2割の学生が評価されているこ
とがわかる。評価内容を具体的に見ると、「いつも
明るい表情で子どもたちに話しかけたり遊んだりし
ていました」、「常に明るい態度で人と関わることが
できた。笑顔に好感が持てた」、「毎日笑顔で、自ら
関わってくる子どものみならず、どの子どもにも進
んで関わり、子どものことを知ろうとする積極的な
姿が見られた」というように「笑顔」や「明るい」
がプラスの要素として評価される傾向がある。その
一方、「実習では表情が暗く笑顔が少なかった」、「子
どもが思わず惹きつけられるような明るさ、活発さ、
自主的な意欲が今後望まれる」、「明るく元気に接し
ていけるようにが課題」というように笑顔のなさや
元気のなさがマイナスに評価されている（下線は筆
者による）。さらに、「笑顔で明るく元気」が実習生
に求められる理由として、ジェンダー的な要素も絡
みながらも、低年齢の子どもたちを相手にしている
という特性によるものであると述べられている26）。

　たしかに、保育者養成校のパンフレットや保育士
募集のチラシ、園見学など保育に関係するものを見
ると、いつも満面の笑顔ではつらつと元気に子ども
たちとかかわる姿が見受けられる。子どもに好かれ
る保育士は、「笑顔が多い」ことや明るさが強調され、
また、実習指導の手引きにも「常に笑顔で明るくはっ
きりとした挨拶や返事を心掛ける」27）ことが記載さ
れている。これらが世間の保育者像のイメージを形
作り、多くの人が異議なくそれを受け入れている。
要するに、「笑顔で明るく元気で」あることは、「感
情規則」の一つとして保育者に求められているので
ある。
　この「笑顔で明るく元気で」ということは、保育
者に対して人々が抱く先入観のようなものとも言え
るが、けっしてマニュアル化され画一的なものでは
ない。実務家教員との議論のなかで実に豊かな意味
内容を含んでいることが明らかになった。それは以
下の五点にまとめられた28）。
　第一に、乳幼児に「安心感」や「親しみやすさ」
と感じさせる態度は、「受容性」の現れとしての「笑
顔」である。しかも、この「笑顔」が子どもに対し
てだけでなく職員同士の連携や保護者との関係にお
いても共通している。
　第二に、「子どもと同じ世界で遊びを楽しむ力」
としての「笑顔」「明るさ」である。つまり、「遊び
への共感」と「人そのものへの共感」である。
　第三に、対人関係が苦手な学生の問題として、子
どもたちを受容するという意味で、「笑顔で明るく」
だけでもしてほしいという現場側の願いである。
　第四に、「自分自身へのエール」という意味とし
ての「笑顔」である。「笑顔」を意識的に作ることで、

「作り笑いの効用」によって、それが「心のエネルギー
が満たされ、心からの笑顔に変わる」ことにつながる。
　第五に、「営業努力」としての「笑顔」と「明るさ」
である。今日の実習園では表面的な印象で判断する
傾向があることから、日々表情筋トレーニングを取
り入れている養成校の実践を挙げている。
　このように、学生たちが実習先で求められている

「笑顔で明るく元気な」姿勢は、たしかに、世間一
般的な保育者に対する「感情規則」の認識であるも
のの、実にさまざまな意味が内包されており、一概
には決められない要素も多くある。「笑顔」という
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言葉でくくっても、保育の状況や場面ごとに異なる
意味合いがあり、必ずしも一様ではなく、多様な感
情が潜んでいることが理解される。

Ⅳ―2　感情に対する保育学生の意識
　教室での学びにおいて、保育学生はどのように自
らの感情を認識し、管理しているかについては、多
くの研究が行われていない。しかし保育・教育実習
は、これまで学んできた保育知識を実際に試す初め
ての場であり、子どもや保育者、保護者との人間関
係をいかに築くかを初めて体験する場でもある。そ
のため、実習のなかで感情の起伏や抑制に関する気
づきや実感が多く得られやすくなっている。
　川崎は、保育学生を対象に実習前後に考える理想
の保育士像についてアンケート調査を行った。感情
に関する記述から、以下のような傾向が見られた。
つまり、「笑顔」や「優しさ」、「元気」を理想の保
育士としての重要な資質と考えている。例えば、実
習前の学生は、「疲れを見せず、いつも笑顔でいら
れる。明るく元気で子どもの気持ちに寄り添える」、

「優しく、子ども一人ひとりを理解しようとする保
育士、いつも優しく見守る」と「笑顔」や「優しさ」
を理想的な保育士像として理解している。一方、実
習を終えた学生の一部は、「子どもに無視されても
何度も声をかけた」、「関わるときに名前を呼んでい
る笑顔で接した」、「言葉かけの内容を吟味する」、「疲
れを子どもや利用者に見せない」など、困難の場合
でも感情をコントロールしたり制御したり対処でき
るという感情の表示規則を意識し始めている29）。
　また、学生にとって「明るく元気な保育士」の意
味は、以下のような記述から示されている。例えば、

「子どもが明るく元気であるために保育士もそうで
なければならない」、「保育士が明るく元気でいれば、
子どもはその空気を感じ取り、保育園生活が楽しく
なるので」のような明るく元気な子どもでいてほし
い、また、保育園生活を楽しく過ごしてほしいとい
う考えがある。「子どもや保護者を援助する上で相
手を安心させられる」、「明るく元気でない保育士に
子どもを預けるのは保護者が心配になる」といった
ような子どもや保護者に安心させる必要があるとい
う考えもある。さらに、「子どもたちが安心できる
のは良いが、あまり気負いすぎずに行う方が望まし

い」や「子どもが周りに迷惑をかけたら、明るさを
見せずにきちんと伝える必要がある」といったよう
な状況に応じて感情を調整することの重要性が認識
されている30）。
　実習中に学生はどのように自らの感情を調整して
いるか。または、「感情規則」に則って行動した結果、
意図とは異なるものになったのか。高木は、保育者
と実習生との間でどのような感情が生じ、実習中の
学びに変化をもたらしたかについて、日誌分析、ア
ンケートとインタビューを実施して、その実態を検
証した。
　慣れない環境での実習は実習生にとって簡単なこ
とではない。そのため、保育者のフィードバックは
実習生の混乱を解消し、自信を持たせるための重要
なメッセージとなる。実習生の視線が常に保育者の
動きに向けられている様子を感じた担任の先生は、

「子どもたちとたくさん関わることを大切に実りあ
る実習」とコメントした。そうすることで、実習生
は改めて実習の意味を理解し、「何のための実習な
のか」を再認識したのである。しかし、不明瞭な
フィードバックは、本来子どもに向けられるはずの
気遣いや心配りといった感情が、保育者に向けられ
てしまい、そこに過剰な感情ワークを引き起こす。
その結果、実習生を疲弊させてしまい、保育に対す
る喜びを失わせ、意欲を低下させる。時には実習が
苦しくなり、やむを得ずやめてしまうことも少なく
ない31）。それ故に、実習生が経験している実習中の

「感情」を対象化した「感情労働としての保育」と
いう視点を事前指導において提示する必要があると
高木は指摘している。

Ⅴ　「感情労働」で保育を捉える意味

　木曽は、多くの先行研究の検討から保育者養成段
階で育成すべき能力を以下の六つにまとめた。すな
わち、「人間関係力・コミュニケーション力」、「メ
ンタルヘルスを含む健康管理能力」、「ソーシャルス
キル」、「キャリアプランニング能力」、「社会人基礎
力」と「保育実践力」である。そのなかで、「人間
関係力・コミュニケーション力」の育成は、最も重
要視され、それを開発可能な能力として捉え直すこ
との必要性が問われている。その背景には「職場の
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人間関係」が早期離職の問題に影響していると考え
られている32）。
　人間関係はいうまでもなく感情を伴うものであ
る。人を相手にする対人援助職は、職務遂行上にお
いて感情の管理や抑制が多く求められているため、
自らの感情を制御し適切に表出することが職務の一
環として必要とされる。対人援助職には「感情労働」
が欠かせない。「自らの感情を誘発したり抑圧した
りしながら、相手のなかに適切な精神状態を作り出
すこと」をホックシールドが「感情労働」と定義づ
けた。対人援助職としての保育も肉体労働と頭脳労
働であるとともに「感情労働」でもある。
　兼間は、「感情労働」に対して保育者はどのよう
に感じているかについて、インタビュー調査を実施
した。その結果、「『感情労働』という考え方は、保
育士として身に付けておくべきだと思いますか」と
いう質問に、「そう思う」「やや思う」の割合は、年
代別をみると、20歳代89％、30歳代91％、40歳代
96％、そして50歳代94％、ほぼ9割を超える高い
割合を占めている。また、「保育士という仕事は、
自らの感情をコントロールできなければならないと
思いますか」という質問に、「そう思う」「やや思う」
と回答した割合は、20歳代92％、30歳代98％、40
歳代100％、50歳代95％と極めて高いものであっ
た33）。要するに、どの年齢の保育士も「感情労働」
の必要性を考えており、仕事上において、感情コン
トロールを意識しながら保育に従事していることが
推測できる。
　一方、社会が保育者に求める「感情規則」が確実
に存在している。それを「笑顔」「明るさ」「元気」
といった言葉で表したように、一般の人々が期待し
ている保育者像というものである。それは、保育者
は仕事において、ネガティブな感情があったとして
も、それを常に封印し自身の感情をコントロールす
ることで、子どもや保護者にポジティブな感情で接
し、日々の保育を行わなければならないことを意味
する。
　このように考えると、「感情労働」は保育者個人
に課せる負担としても、保育の質の向上にかかわる
重要な問題としても、保育者の専門性にとって軽視
できないものであると言えるであろう。しかしなが
ら、その認識が保育分野に浸透しているとは言い難

い。「感情労働」という視点で保育を考える際には、
依然として多くの課題が残されている。戸田は、保
育における感情労働の価値づけ問題や把握・測定問
題、感情労働の訓練問題、そして感情労働がしやす
い職場環境の問題等を挙げている34）。これらの課題
に関する研究は、2020年以後も十分に進んでいな
いのが現状である。このことから、保育に関する感
情問題の研究が進展していないことがうかがえる。
それでも、「感情労働」として保育を捉え直す意味は、
保育者の新たな専門性のあり方を提示することにあ
る。つまり、感情はそれぞれ個々人が意味をもち、
処理するものであるという観点から、保育者養成段
階において、学習や訓練を通して保育者の専門性と
して育成するべきであると筆者は考える。この研究
ノートはその可能性を探求するための第一歩とした
い。
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